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産 卵 鶏 の飼 料 と して動 物性 蛋 白質 と

植物 性蛋白 質 の比較試 験

濱 田 松 吉 郎

粟 飯 原 信 次

藤 野 乃 武 男

(昭和十五年六月六日受理)

1.緒 言

産卵鶏に給與すべ き蛋白質飼料に して共の給源 を動物質より得たるものと,植 物質 より得た

るもの との比較試験を行ひた り。而 して動物性蛋白質補給飼料として魚粉末(鰯 〆粕)を,植 物

性蛋白補給飼料 として大豆粕(数 粕)を 使用し以て産卵能力に如何なる影響左及ぼすかを調査

研究せ り。1

魚粉及び大豆粕の蛋白質飼料としての価値 につきては種々論議せられ,之 等につき試験せら

れ しものを挙 ぐれば,片 山博士(1)は 去勢せ る名古屋 コーチンの雄鶏を用ひて大豆粕及び魚粉

の消化試験を行ひ,大 豆粕中の粗蛋白質は84.9%,魚 粉は93・3%の 消化率を査定 し,鈴 木幸

・三噂士(2)は 同様の試験を行ひ大豆粕の粗蛋白質平均消化率を84.8%と 報告せられ,叉 齊藤道

雄・西川哲三両氏(3)は 鯨 〆粕 中の蛋白質は91.0%,鮭 〆粕は83・2%に して優良なる製品に南

りては血粉と同様,濃 厚飼料中最高の榮養飼料なるを以て廣 く家畜 ・家禽に応用するは甚だ有

利なるべ しと詮け り。

尚共他魚粉につきては 氏(4)は 魚粉中の蛋白質は89～90%の 泊化率を有すと稻 し・

氏(5)は 肉粉 と同等の慣値あ りと詮 き,氏 等は何れ も魚

粉の榮養的効果を試験せ り。

次に大豆粕の飼料的効果につきては,山 下脇人博士(8)は 緬羊を用ひて試験 し,其 の粗蛋白

質のそれは87.49%な る事を報告 し,石 塚鐵不・後藤寛助両 氏(9)は 焙大豆と牛煮大豆の飼料 と
ノ

しての比較試験 を同様緬羊にて施行 し,焙 大豆蛋白は87.33%,牛 煮大豆は90・30%の 消化率

を有すと報告せ り。 叉鈴木幸三博士(10)は 鶏を用ひて満洲産大豆粕の榮養的効果につきて種

々研究 じ,大 豆粕は蛋白質補給飼料として養鶏に利用 して雛を生育せ しむる場合に於て も,叉

産卵を目的 とする場合に於て も養鶏家が,普 通に蛋白質補給飼料として使用する魚粉 とジ殆ん

KLEEMANN

KELLNER

ISAOCHSEN (6), KUHN (7)



ど同程度の効果を齎 し得。蓋 し大豆粕中には無機物 として石灰 ・塩素 ・曹達等不足する故に之

が使用に當 りては此等不足せる無機物の補給を要すべ く,骨 粉 ・食盤等を配合 して魚粉 と大差

なき良成績を得た りと論ぜ り。

然るに齊藤道雄 ・編島勝英氏(11)は 育雛飼料としての大豆蛋白は蠶蛹 ・鯨粕 ・屑牛

肉等の蛋白に比 して甚 しく劣れ りと説け り。

氏は植物蛋白質を動物蛋白の代用として使用する場合に,幾 何の範囲 まで

利用 し得るかを決定せんとして白色 レグホーンを使用 し,大麥 粉 ・玉蜀黍 ・小麥粉 ・馬鈴薯粉

を基本飼料として之に動物性蛋白の給源 として魚粉 ・血粉を用ひ,植 物性蛋白の給源 として落

花生 ・向日葵實粉を與へて試験 し,植 物性蛋白にて動物性蛋白の摂取 量を或る程度まで代償 し

得る事を証明せ り。金井真澄 氏(13)は 大豆粕を用ひて三代に亘 り育雛試験を行ひ,魚 粉末を主

蛋白飼料とする区 と,大 豆粕を主蛋白飼料する区 とを比較 して,共 間に多少の差はあるが何れ
9

も共の結果は何等の障害を認めず,大 豆粕を主蛋白飼料として鶏を飼ふ も,そ れより生産 さる

瓦卵を孵化 し育雛する も,体 整上叉は能力に於て も何等の障害を認めぬ と報告 し,尚 産卵鶏に

対しても同様の試験を施行 し,成 鶏の動物性蛋白飼料の代用として大豆粕は極めて良好に して

経濟的飼料であることを証明 し,産 卵鶏の飼料 として大豆粕を全飼料量の15～18%迄 配合 し,

、魚粉末を5～8%位 混用するが最 も有利な りと説け り。

以上諸氏の試験研究によりて魚粕及び大豆粕 中の蛋白質が家畜 ・家禽類の飼料としての価値

の大要を知るを得た り。而 して両者の蛋白質が産卵鶏に謝 して如何なる影響を共の産卵能力上

に及ぼすかを知らんと欲 して昭和6年2月 より三ヶ年 間に亘 りて前後三回の試験 をな し,術 同

時に福岡 縣種鶏場に於て も場長飯田左翼氏と協同の もとに梢 ミその規模を大に して同様り試験

を行ひたるものに して,以 下共の成績を記載すべ し。

WEINMILLER (12)

 Casein  •

II.試 験 方 法 及 結 果

本試験嫉本學部内鶏舎に於て第一回試験を昭和6年3月1日 より翌年2月28日 まで,第 二回

試験を昭和7年4月1日 より翌年3月31日 まで,第 三回試験を昭和8年11月1日 より翌年10月

30日まで3回 に亘 りて各満一一ヶ年間宛試験を實施 し,省 別に福岡 縣種鶏場に於て昭和6年2月

1日 より翌年1月31日 迄満一ヶ年 間の試験を行ひた り。

(A).本 學部内鶏舎に於ける試験

本試験は前述せる如 く昭和6年 より昭和10年 に至る間に於て各期満一一ヶ年宛の試験を3回 に



亘 りて施行せるものに して,試 験鶏は何れ も白色 レグホーン種を用ゐ,第 一回の試験鶏は牛数

の24羽 は愛知縣よ り購入 し,他 の牛敏は福岡縣嘉穗郡穗波村太田養鶏場 より購入の ものに して

該養鶏場に於て多数の飼養鶏中より産卵能力が愛知縣より購入の ものと略類似せるものを撰出

して試験に供せ り。

・ 第二回試験鶏は前回に於ける供試鶏を共のまs使 用せるものに して2 ,3不 適當の ものを除

外 し,他 鶏を以て之が補充をな し,前 年A区 に属せ し供試鶏をB区 に,B区 の ものをA区 に

置換 した り。而 してC区 は前年通 り共のまNと な し試験を績行せ り。

第三回試験鶏は福岡 縣種鶏場産の ものに して昭和8年 春孵化 せる白色 レグホーン種を用ひた

`)。 而 して試験鶏舎は一棟を8窒 に区分 し,1室 の廣 さは5尺 平方に して各窒に5～6尺 の廣

さを有する運動場を附属せ しめ,之 に各室6羽 宛を牧容 した り。

試験鶏は之を3群 に分ち,第1・ 第2・ 第3の3室 をA顧 とし,第 一一回の試験に於ては動物

性蛋白質飼料と して魚粉を,第 二回・第三回の試験に於ては植物性蛋白質飼料 として大豆粕を

給與 し,第4・ 第5・ 第6の3室 をB区 として,第 一回に大豆粕を,第 二回及び第三回の試験

に魚粉を使用 した り。而 して淺 りの第7・ 第8の2室 をC区 として,1,2,3回 の試験共魚粉 と

大豆粕を併用 し,夫 々給與飼料中の蛋白質の給源 として與へた り。随てA区 及びB区 は各18

朋宛,C区 は12羽 を以て試験せるものに して今是等の区別を明示するときは次の如 し。

第 一 表 試 験区 別

第一回試験

第二回試験

第三回試験

臼 昭 和6年3月1日

至"7年2月29日

旧 昭 和7年4月1日

皐"8年3月31圓

自 昭 和8年11月1H

至"9年10月30日

A区B区

魚 粉 大 豆 粕

大 豆 粕 魚 粉

大 豆 粕 魚 粉

C区

大 豆 粕
魚 粉

大 豆 粕
魚 粉

大 豆 粕
魚 粉

ヨ

而 して基本飼料として3回 の試験とも同様に玉蜀黍 ・玄米 ・小麥薮 ・大i麥小麥及び肝油の少

量を給與 し,大 豆粕区 及び大豆粕魚粉混用区へは夫々適量の食盤及び燐酸三石灰 を配合せ り。

尚此外青茱類1日1羽 約25grつ つと牡蠣殼を時々運動場に数布 して啄食せ しめた り。今是等

飼料の平均組成分を示せぱ第二表の如 し。

第 二 表 飼 料 の平均 組 成 分 含 有 量(%)

飼 料

大 多

成 分

水 分 粗蛋 白 可溶無窒素物 粗 脂油 粗繊 維 粗灰分

14.31L564.22.45.02.6



4、麥13412.169.()1.91.91.7

玉 蜀 黍13.79.569.55。51.41.4

玄 来13.39.571.73.Ol.01.5

,J、 変 数13,515.953.23.68.35.5

魚 粉12.06Qρ 一11心 一1乳O

t魚 粉(第3回 用)12
。55&1-9.0-19.0

大 豆 粕13.543.025.67.15.65・2

大 豆 粕(第3回 用)13.042.526.45.06.66・5

魚粉及び大豆粕は第一回と第二回の試験に使用せるもの 、平均に して,第 三回試験に用ぴた

るものは別に之を記載 し置け り。

大豆粕並に魚粉以外の基本飼料は蛋白質の含有量 も少く粗脂肪 ・炭水化物等に於て も大なる

影響を認めざるを以て,三ヶ年 間を通じて同様の配合をなした り。

今各区 に給與せ し飼料の配合 を記せば次の如 し。

第 三 表 飼 料 配 合(gr)

穏

別

粉

餌

粒

餌

飼
料
名

第一回試験 第二回試験 第三回試験　 へ 　
Aflc「.Bl鼠Cl醸Al議B庭C囲A区B優C医

玉 蜀 黍27.519.023.019.027・523・019・028・023・5

玄 米15.015.015.015.015.015.015.015.015.0

!』、 婆 獄10.010量010.010.010.010.010.010.010.0

魚 粉14.5-7.5-14.57・5-15.07.5

大 豆 粕 一20。810.420.8-10・422・0-11・O

燐 酸 三 石 灰 一一2.01.02.0-1・01・8-0・9

食塩0.230.120.23-0.120.2-0.1

肝 油0.10.10.10.10.10.10,10.10.1

大麥13.013.013.013.013.013、013.013.013.0

ノ」、 奏13.013.0ヱ3.013.013.013.013.013.013.0

冒†93.1093.1393.1293.1393.1093.1294194.194.1

玉蜀黍 ・玄米 ・小麥薮 ・魚粉 ・大豆粕 ・燐酸三石灰 ・食盤 ・肝油等は何れ も粉末状態 として

清水にて練 り,之 に青茶類の細切せるものを混合 して朝 ・書の二回に分與 し,大 姿及び小麥は

夕刻粒餌として鶏舎内に数布給與せ り。而 して以上の飼料は豫備試験中に於て豫め共の撮取量

を調査 し,殆 んど過不足なきを限度として決定せるものに して,第 一回 ・第二回の試験に於て

は1日1弱93gr,第 三回の試験に於ては94grを 標準として與へ残食を生ぜ しめざる様毎日



の 給 與 量 を加 減 せb。 而 して 第 一 回試 験 に 於 て は3月1日 以後10月1日 迄 は 標 準 量 の93gr

を以 て適 量 な り しもそ れ 以 後 僅 か に 淺 食 を生 ぜ し故10%を 減 じて1日1羽83.7grと な し12

月10日 以 後 は叉 元の 標 準 量 に 回復 して93grと なせ り。

第 二 回試 験 に 於 て は9月20日 以 後 は10%を 減 じ1日1羽83.7gr,2月20日 以 後 は93grの

標 準 量 に 増 加 せ り 。 第 三 回試 験 に 於 て は2月1日 よ り10%を 減 じて84.6grを 給 與 し,3月1

日 よ りは標 準 量 の94grに 復 し,尚3月20日 よ りは標 準 量 よ り10%を 増 加 して103.4grを 與

へ,6月15日 以 後 は 試 験 の 終 了に 至 る迄94grを 與 へ た り。

今 第 二 表 の 分 析 結 果 よ り各区 の 飼 料 組 成 含 有 量 を算 出 す る時 は次 の 如 し 。

第 四 表 配 合 飼 料 の 組 成 分 含 有 量(%)

第

回
試
験

箋

面
試
験

麥回
試
験

区別
成 分

水 分 粗蛋白 可溶無窒素物 粗脂油 粗繊維 粗灰分

Al轟13.3318.7156.254.812.394.51

Bl覆13.4318.2857.704.193.512.89

Ct;-13.3818.6056.854.532.943.70

A塵13.4318.2857.704,193.512.89

B厩 三13.3318.ケ156.254.812.394.51

Cl超13.3818.6056.854.532.943.70

A区13.2518.3457.243.733.823.22

B区13.5018.5756.084.532.464.86

C区13.3718.4656.874.143.124.04

上表によ りて各区の蛋白質含有量は略等 しく,無 機物に於て多少の差異あるも本表は燐酸三

石灰・食盤 ・肝油 ・牡蠣殻及び青茱類等あ組成分を算入せざるを以て之等の飼料を計算する時

は大なる差はなかるべ し。

次に各年度に於ける各供試鶏の産卵数 を月別にて表示すれば第五表の如 し。

第 五 表 産 卵 個 数

第 一 回 試 験(自 昭和6年3月1日 至 同7年2月29日)

6ρ 》12420182317200001820142 ロ
21815191817189081000132

319192012」113110001820143

5161420151516140261519152



7151822158950182117139

8191522201820231921172118233

9613116680007202097

112119232014171600000130

122125192018191851181819201

131517191312191810116811159

1422191820171801415141421182

150120211221180031315124

1719161915121911』10171319161

1815112118191816101151719180

2014131113014181213141518155

2115171818・172119181614.1210195

22151615161311161916141920190

2312181414-119200012'15107

以 上A区 計286286329297237272214981151532542812822

6～2う1119 、19141092151621413144

26181619151215601161718153

281715129101175062525142

291917201215111141041215150

3120242019161511002126145

3221181981820181699LO157

331715181112862382019139

3522171981119181209910154

3618161713131510511219139

37141619121211'100072322146

38192417'19・1313000111915150

401817690114321225・22129

431021181488143301617132

4418131398 .1111141571011140

45141211583204201424117

46161813149119140601512136

4721181919、13162011001816171

4818192220・8510052111130

以 上B区 計311315301230・19621016685741292922652574

6i・v491917171715161912051119167

501721161616161717411920180

5219231820202217171151120203

531616222011.630002219135



55181613.133510761711110

56975573・301】2291495

57181512122021311161815152

58191710201519170021717153

5916181466400102414103

62917151295.1514371510131

631511141315714411131314144

64891716151917201661319175

以 上C区 計183187173170152143126,8565632091921748

第 二 回 試 験(自 昭和7年4月1日 歪同8年3月31日)

7《 げ.114211719705009914115

2310111429300501168

318171418191450071514141

5171916151660055817124

718191615100011161417127

814418201814121613151318175

921131224700007716107

11141410970031021272

12202118222215801131421175 ら
13400814136037111480

142121201511508131914138

15191818192010001111517148

1721211722181011010131620、179

1817191720115091191317148

2016171820154031691219149

211152615500916141497

222021152019181991131417186

23151712201113012117'1114133

以 上A区 計2702672553072351386957108173197.2862362

7～250101919'167 .唱00034・1492

26222418200005131314111

28192022191816600・91618163

292221222021181015191718194

3118181717100007299107

3224700000004151868

33192319221000041220120



35171817221916110,00014134

36202120231910027171018167

371919172220151810'.141515175

38232223222118004111319,176

4016141314121003121311109

4319218'120008861891

442020182019・120012131511160

452020191920503891321157

4619222022231860461215167

47212020 .2118201917221815193

.4818201620・10'70020415112

以 上B曝 計336340308,305249163612377・1462052832496

7貞 》49202182h2060076219111

502124242221800131013'15171

52232523272321120071016187

5351918212312001141615144

55141718124700141018105

561922 、1920197620114912168

5720171151618600891414137

5821193021'191620041210154

591922167100074917102

6215605。00005111649

63201820201816502413815177

6420222021212116 .24241715203

以 上Cl窟 計203231217189192'1204122761041311821708

第 三 圓 試 験(自 昭和8年11月1圓 至同9年10月30日)

8～101289151781553083

2051015・1718161716600120

30051016161916121060110

40010714171811121370109

5609101419156212016118

611451171512512121095

70 .80391312101000069

81288152024222023182020210'

91117'121519192119161170167
　

玉01150131922241820530140



11103761261114201072

125761414121112]4980112

131111851620232117141215173

147914、1218202115171745159

1556510181818152118122148

16781213182321201614137172

17101291016181516161630141

180249129976120171

以 上A区 置計861261261862683043052502661821bO662265

8ρ 》19949918191816201770146

2000691318181616980113

21000132012221817910112

220537117010131061688

23'013612914715941393

24016810151514780791

25166714166481190097

261117810181540910093

2703011'1316212223201918166

28002481201215901173

29025914771611104085

3016189・12191820171818118184

3103『10121310921161640114

32013,6151922232225161912192

3316151016182221192010100177

3420166131920251521141819206

35046161681418021085

362016416181923191514106180

以 上Bl蔓 計1081241002002752552582532801991231202295

8'》371011721192120261200138

3801816192223222313170164

390012162017151460091

40000516131451100064

4178011591791811086

427123068271090064

4315913101521221920191716196

441812281719211819161520185

4518161616192121111120210181

46065101619161723201718167

470161216141213161470111

・48156/09147179141550111

以 上C区 計81717612018418917115319616291641558



第六表の一 産 卵 個 数 第一回試験

第六表の二 産 卵 個数 第二回試験



第六表の三 産 卵 個 鼓 第三回試験

次に1,2,3回 の試験を通 して各va-一ヶ年間に於ける産卵重量並に一個の平均重量を示すと

きは第七表の如 し。

第 七 表 産 卵 量 量 及 ・一・・個平均 重 量(gr)

第 一 回 試 験

Al超B区C医

脚帯番競 産卵重量
一ケ平均

重 量

6戸 》1790455.7

2642948.7

3764153。4

5861156.7

7692850.0

81328357.0

9569358.7

11637349.0

121131756.3

B860854.1

6・v25749452.0

26838354.8

28747852.6

29772851.5

31792454.7

32942260.0

33775155.8

35822853.4

36738953.2

.37743751.0

6{t49918955.0

501001255.5

.521028350.6

53684650.7

55590954.0

565595588

57・822754。1

58790951.7

59516750ユ

62777057.5



14 .998354.8

15660353.3

178896'55.3

18948552.7

2Q874656.4

211137158。3

221046455,1

23594955.6

合 計'154284983.1

平均 857154.li

38795053.0

40685253.0

43684451.9

44806057,6 ●

45631750.0

46694551,1

47909553.2

48710554.7

138402964。0

768953.5

63792355.0

649565.54.7

の
94395647.7

786654。0

'

第 二 回 試 験

脚響番醗

A区

産卵重量
一 ケ平均

重 量

7～1637555.4、

2355352.2

3776955.1

5735459.3

7677853.4

81039659.4

9569953.2

11368751.2

129377'53.6

134355'54.4

14781156.6

157742、52.3

179803 ,55.0

18784053.0

20813458.0

215545,57.3

221051556.5

23780458.6

合 計13α537994。5

平物725255.3

B区

7{-25510055.4

26635857.2

28 .91些156.0

29'1037453.5

31615957.5

32386056.8

33663955.3

35728354.3

369935'59.5

37887650.7

38913051.9

40677961.9

43461350.7

44935058.4

45806851.4

46898053。9

4710716 、55.5

48641657.3

137747997.2

765355.4

C匹

7一り49625056.0

50946255。3

52934950.0

53769053.4

55588855.9

56103816L8

57776756.6

58797551.8

59600758.8

62262253.5

63985755.9

641152556.5

94773665.5

7897♂55.5



第 三 回 試 験

A区B囁C区

脚帯番號 産卵重量
一ケ平均

重 量

8--v-1-486058.6

2590649.2

3581352.8

4565351.9

5662956.2

6556058.5

7324850.0

81103152.6

9915354.8

10821658.7

11392354.5

12567050.6

13809646.8

14832252.3

15887760.0

16925353.8

17721151.1

18335647.3

合 言†,120781959.7

平均 671053.3

8～19769252・7

20548048.5

21617355.1

22533860.7

23512654.0

24534358.7

25557357.6

26527756.7

27955657.6

283944●54.0

29484357.0

301129461.4

31646456.7

32968550.4

331015757.4

341173656.9

354299・50.6

36928451.6

128264997.6

707055,5

8・一一37739053.6

38841451.3

39512156.3

40・376558.8

41'498658.0

423725582

43991750。6

441022455.3

45956952.9

46844850.6

47628656.6

48677161.0

84616651.6

705154.3

破損卵は;tl-一一・回試験に於てA区11個 ・B区9個 ・C区19個 ・計39個,第 二回試験に於て

A区52個 ・B優15個 ・C区9個 ・計76個,第 三回試験に於てA区9個 ・B区28個 ・C区24

個 ・計61個 を出した り。破損卵に して秤量不能の ものは1個 の平均 重量を以て算入 し,小 卵・

畸形卵等は之を算入せず。尚試験期間 中に於て病氣の爲め斃死せるもの及び脚部負傷等の故障

により除外せるものは別に豫備鶏として飼養せるものL内 より体重 ・産卵能力の類似せるもの

を撰出補充 した り。今試に除外せる発鶏を示せば次の如 し。

第 八 表 試 験 中 に 於 け ろ 除 外 鶉

除 外 年 月 日 脚 帯 番 號区 別 試 験 別

曜和6年4月16日6～15A区 第一 回試験

4月28日9Al蔽."

5月28日26B区"



6月17日40B区".

5月26日59C区"

5月13日58C区"

昭 和7年9月 ゴ8日7陶2A区 第 二 回試 験

7月5日43Bl区"

昭 和8年3月27日35B区'"

昭 和7年4月18日62C区"

7月10日159C区 三"

昭 和9年2月5H8～7A区 第三 回試 験

10月2日11A区"

10月30日1A区"

昭 和8年12月25日,29B遜"

昭 和9年4月2日21B区"

5月1日25B区"

5月4H31B踵"

上表に示す如 くfdi-一一回試験に於て6羽,第 二回試験に於て5M,第 三回試験にて7朋 の斃死

鶏或は負傷等の爲め除外鶏を出 し豫備鶏を以て之が補充をなせるは甚だ遺憾 とする虚な り。

今試に以上の成績表 より各年度に於ける産卵個数 ・産卵重量の合計数量 並に一個平均重量を

摘録すれば次の如 し(但 しC区 は何れ も比較に便利なるや うA笹 ・B慨 と同朋茲に 換算せ り)。

第 九 表 各年 度に於け ろ産卵 個数 、崖卵重 量並 に一個平 均重量 、

産卵

個数

産
卵
重
量

(kg〕

重

量
の

一
個
平
均

傭

A囁

B匹

C区A区

B医

C区

A颪

B区

C区

第 一 回 試 験

2822(魚 粉)

2584(大 豆粕)

2622)

154.284(魚 粉)

138.402(大 豆粕)

・41・593)

54.6(魚 粉)

53.5(大 豆粕)

54・・()

大豆粕
魚 粉

大豆粕魚 粉

大豆粕
魚 粉

第 二 回 試 験

2362(大 豆粕)

2496(魚 粉)

2562

130.537(大 豆 粕)

137.747(魚 粉)

142・・59()

55.3(大 豆 粕)

55,4(魚 粉)

55・5()

'大豆粕

漁 粉

大豆粕
魚 粉

大豆粕
魚 粉

第 三 回 試 験

2265(大 豆粕)

2295(魚 粉)

2337()

120.781(大 豆粕)

127.264(魚 粉)

126・924()

53.3(大 豆 粕)

55.5(魚 粉)

54.3

大豆粕
魚 粉

大豆粕
魚 粉

大豆粕
魚 粉

上表に示すが如くag-一・回試験に於ける産卵個激はA直 の2822個 に謝 しB区2584個,C区

2622個 に して,動 物性蛋白補給飼料 として魚粉末を與へたる区は最大の産卵数を示 し,大 豆粕'



と魚粉の両者 混合区之に次ぎ,大 豆粕を植物性蛋白補給飼料として使用せる区は最少の産卵数

を現はせ り。而 して第二回試験に於ては両者混合区のC区 最多にして2562個,B区 の魚粉給

與区 之に次 ぎ2496個,A区 の大豆粕は2362個 に して之れ叉最少の数 を示せ り。 第三國試験

に於てはA区 とB顧 は殆んど同数に して僅かに30個 の差を示 し,C区 は2337個 に して優位

を示せ り。

産卵重量に於て も殆んど産卵個数 に比例 して同様の成績を現は し,一 個の平均 重量は,第 一

区試験に於てA区 の54.6gr,C区54.Ogr,B優55.3grに してA区 の 魚粉使用旺僅かに重

く,第 二回試験に於ては三麗共殆んど差異 を認めず。 而 して第三回試験に於てはB区 の魚粉

給與区は55.5grに してA区 の大豆粕 より約2gr,C区 より1grの 優位を示 し,C区 は54.3

grに して之に吹ぎ,B区 は53.3grの 最少に して最 も劣れる成績を示せ り。

(B).福岡 縣種鶏場に於ける試験

故本學教授 片山外美雄博士は福岡縣種鶏場長飯田左翼氏と共同の もとに,昭 和6年2月 より

福岡縣種鶏場に於て産卵鶏に対す る動物性蛋白飼料 と,植 物性蛋白飼料 との比較試験を施行中

向年12月 不幸病殴せられたるを以て恩師の遺志を維ぎ之が試験を継続 施行 し完結せるを以て,

鼓に其の成績の大要 を報告せんとす。

本學・部内鶏舎に於ける試験(A,と 同様の目的を以て,昭 和6年2月1日 より同7年1月31日

迄満一ヶ年 間に亘 りて試験を行ぴた り。

元來此種の飼養試験に於ては供試鶏の撰澤に周到なる注意を要することは勿論,其 の誤差を

輕少なら しむる爲めには努めて多数 の供試鶏を使用するの必要あ り。殊に個性の強き家禽類に

於ては少敏を用ひて試験する時は往々に,して其の個性に左右せ られ,充 分なる飼養管理の もと

に行ひたる試験 も正確なう成績を墨 ぐること能はず して失敗を招 くことあるを以て,此 の点 に

注意を梯ひ・,昭和5年 春同場に於て孵化せる白色 レグホーン300朋 中より約200朋 を嚴撰 して,

之をA,B,Cの3群 に分ち,各 群は間ロ2間,奥 行3間 即ち6坪 の室及び之に8坪 の運動 場を

附属せる鶏舎に牧容 した り。

飼料は玉蜀黍32,芽 在10,米 糠10,魚 粉8,大 豆粕IO,小麥20,大麥10,食 購0.1,骨 粉

0.9の 割合(本 試験に於てB区 の飼料 となる配合)に て配合せるものを給與 し,Trap-nestを

用ひて昭和5年12月1日 より6年!月31日 まで2ヶ月間に 亘 りて,各 供試鶏の産卵能力を検

定 し,之 に依 りて各群よ り優良鶏を50羽 宛撰定 し,尚 之に雄鶏4朋 宛を配 して2月1日 よ り

本試験を開始せ り。豫備試験中に於ける産卵敏は,A区2156個,B顧2152個,C優2153個



に して各区共全 く同一の産卵能力を有する ものを撰抜せ り。

'而 し
てA区 には植物性蛋白補給飼料として大豆粕を,C区 には動物性蛋白補給飼料として

魚粉末を與へ,B区 には大豆粕と魚粉末の 蛋白質 を等量つつ給與 し,基 礎飼料として黄色玉

蜀黍 ・芽在米糠及び食盤と骨粉の配合せるものを粉餌として給與 し,大 変 ・小変及び玉蜀黍の

一部を粒餌 として数布 し,同 一の管理の下に飼養試験を行ひ産卵能力の調査をなせ り・今各区

の飼料配合を示 さば下の如 し。

第 十 表 飼 料 配 合

飼 料 名＼区 別A区B区C区

粉

餌

粒

餌

黄 色 ま 蜀 黍9.012・015・0

芽 在1α010.01α0

米 糠1α010.01α0

魚 粉 一一8.015.0

大 豆 粕'21.010.0-一

食 麹O.20.1一

骨 粉1.740.9一

黄 色 玉 蜀 黍2α02α02α0

大 変10.010.010.0

小 婆20.020.020.0

費卜10194101.0010α00

粉餌は殆んど粉末状態 となして混合 し,供 試鶏が好む飼料のみを撰びて啄食する事を避くる

へ

爲めに粉餌器中の飼料を喰ひ審すをまちて,一 定量つつ之を補ひ,斯 くして残食を生ず しめざ

るや うに注意せ り。

青茶類は毎日適宜之を與へ,牡 蠣殻 ・木炭末等は自由に啄食せ しめ,飲 水は器に充分清水を

入れて飲ましめ,叉 粒餌は夕刻一回数 藁上に数布給與せ り。 樹A龍 及びB区 に配合せる食盤

及び骨粉は,C区 に配合せる焦粉中に含有する石灰 ・塩素 ・曹達等の無機塩類 の量に相當する

ものを補充する爲に添加せるものなり。次に之等飼料中の組成分含有量を示さば次表の如 し。

箪 十 一 表 飼 料 組 成 分 含 有 量(%)

飼 料 ＼ 成 分 水 分 粗 蛋 白 可溶 無 窒 素 物 粗 脂 油 粗繊 維 粗 灰 分

玉 蜀 黍13.79.569.55.5.1.41.4・

芽 在9.213.634.716.14.2222

米 糠12.612.045.212.0&010.2



魚 粉12.060.0-11・0-17.0

大 豆 ・粕13.543025.07。1565.2

骨 粉6・525.0・-4.0-一 一55・0

大 変14.311.564.22.45.02.6

小 変13.412.169.01.91.71.7

上表より配合巷る飼料 中の組成分含有量を算出する時は第十二表の如 し。

第 十 ご 表 配 合 飼 料 中 の 組 成 分 含 有 量(%)

区別＼ 成分 水 分 粗 蛋 白 可溶 無 窒 素 物 粗 脂 油 粗繊 維 粗 茨 分

A区12.321&3652.756.593。686.30

B区12.4018.5053.()26.823.116,15

C区12.5118.4652.557」012.596.88

上表に示す如 く各区 共蛋白質 ・粗脂油 ・可溶無窒素物の含有量は殆んど同激に して,粗 繊維

はAM・1の 大豆粕を用ぴたる区に多くC区 に少量な り。 叉粗荻分はA区 及びB区 に少くC区

に多きは魚粉を配合せるに依る。然れども本表には此の外A区 及びB区 の大豆粕及び少量の

魚粉を配合せる区の食盤 ・骨粉を計算に入れざるを以て大なる差異はなかるべ しと信ず。今試

験期間 中即ち昭和6年2月1日 より昭和7年1月31日 迄満 一ヶ年間に於ける飼料の溝費量を

示せば下記の如 し。.

第 十 三 表試験 期 間中に於 け る飼料 の消費 量(kg)

A区

月/飼 料 粉 餌 粒 餌 線 餌

if101.00075、600工42.000

班11(LOOO83.700147.000

皿90.00081.000118.000

V90.00ρ83.700125.000

「NTI65
.00083。100120.()00

V∬75.00072.850122.000

1区5553073.780124.()00

K62.40062.550120.000

X'71♂48086.800124.000

匁71.13079200120.000

XK78.48077.500124.000

正80.48077.500124.000

合 計950.505937.2801510.OOO

平均 79,2097&107125.833

一 日 一 羽 量(gr)'48.247;67{玉6



B囁

月/飼 料 粉 餌 粒 餌 緑 餌

K101.00075.600142.000

皿95.00083.700147.000

皿90.00081.000118.000

V80.00083.700121玉000

'VI・60,00078 .900120.000

V∬ ・70.00069.750122.000

SiM60.53069.750124.000

K67。40063.000120.000

×70こ48066.960124.ooo

)亜76.130'68.700120.000

X旺83.48074.400124.000

172,89078.050124.(XX)

合 言十926.910'893.5101510.000

平均 77.24274.460125.833

-・・一日 一 弱 量(gr)47.045.476.6

C区

月 ＼ 飼 料'粉 餌 粒 餌 線 餌

∬101DOO75.600142.000

皿95.00083.700147.000

皿80.00081.000118.000

V75.00083.700125.000

VI65,00076.800120.000

VI70.00070.920122.000

m55.53070.990124.00C

豆く62.40061.200120.000

×67.48080・600124・ooo

)蔓61.13074.100120,000・

11(II78.48069.750124.000

176.73074。400124。000

合 計887.750902.7601510.000

平均 73.97975.230125.833

一 日 一 列 量(gr)凸45 .045.876.6

上表によりで1日1勿 の平均 消費量を見るに,A区 の大豆粕給與区 に於ては粉餌粒餌の合計



95.8grに して最 も多 く,B区 の大豆粕及び 魚粉の南者混合給與区は92.4grに して約3.4gr

少 く,C区 の魚粉給與区に於ては90.8grに して最少の消費 量を示せ り。斯の如 く配合せる魚

粉の量多きに從つて其の消費量が反対 に減少することは蓋 し注目に値すべ し。省青茱類は各区

共同量に與へた り・

次に試験期間中に於て4回 に亘 りて其の体重 を調査 した り。即ち試験開始の前 日1月31日 と

5月31日 ・9月30日 及び試験終 了日の1月31日 と4ヶ月 に一回の割合にて各供試鶏を1朋 毎に

秤量 した り。而 して其の記載の煩を避 くるため茲に はた 穿各区 の合計体重 及び1勿平均体重 の

みを示 さん。

第 十 四 表 供 試 鶏 の 竈 重.(kg)

A区 ・B区C区　 　 　 ね へ 　 　
44刎 言†1鯛平均46勿 言†1羽Zl三 均41M言 †1袈121s均

㌧

1.31.69.8501.Se88
、74.5951.62267.615'1.649

5.3=1.70。8751.611752801.63767.1901.638

9.30.64,2051.45969.6501.51463.0051.536

1.31.72.3551.64479。370L72670.7851.727

本表はA区6朋,B顧4羽,C置9朋 の故障鶏を除外 して計算せるを以て結局A区 は44朋,

B区 は46朋,C慨 は41朋 の合計体重 及び1朋 平均体重 を示せる ものな1)。

上表によりて各区 を通 して試験開始期の1月31日 秤量に比較すれば,5月 は僅少の増減なる

も,'9月 に於ては各慨共著 しき減退を示 し,殊 にB区 並にC区 に於では殆んど100grに 近き

体量を減ぜ り。之れ主として夏季酷暑の影響 と換勿期に近づ き梢嚢弱せるためなるべ く,試 験

終了期の2月 に於ては恢復 して却て開始期に比 してA区 は平均56gr,B区 は104gr,C区 は

78grの 増加 を示せ り。

次に昭和6年2月1日 より昭和7年1月3旦 日迄満Lヶ年 間に於ける産卵個数 を調査 し次表の

如 き結果を得た り。

第 十 五 表 浦 ・一・・ヶ年 間 の 産 卵 個数(2月i・v1月)

A区

5～1072024171211101000323121

2402624252825281978212519255

309172119191717.1711108711174



3312422161414,10811104112146

3452418110165001102096

353232624272929241118161417258

39i『2226292728302177'学 ㌧1610230

3682225242419111100'1121F16184

396 .23・26
,22201221.600.2121・19191

40323242030252319000014718

4192228273130302526251950268

421222828▼25』2924「2725『25'26』2220301

434223127131011112110鵬1212171

44812327262519221010001220194 高
470201922221615122001121169

475233130292424182424221815283

48224'2321282427263011317207

49420141022187010181716143

5122428232523212221141713'0231

5132328262326241616815158228

5632325'25252722262421闇'182017273

566211820212020232121192018242

5742381023269131718211417199

581232824252419110071821200

583172214189740030498

5842327252516191510549169

5862426252524231403192121225

5872124232523081500614159

595232822151782214001722188

59720162315101610141401319170

607212120944130001215119

61321262018115718181710162

6192230253024232312002314226

62218273022232226131321711233

64424242326212119000920187

6502125252620160000012145

65417222326232571020201818229

6662328,28262428215012021225

74326293025263028,50102425.2581



782282727281026172322231911267

7832427302829282198251921269

8QO .23272627242320211410.11217

80520252327221416121214110199

85920201713191611・60111011154

8602126262523211701202121222

876212523262523252118171817259

995232524'24242222130111515218

104825262629302827252419185282

1136262928313030212222212410294

1137202427272729230001017204

言†1109122711401133103898880451940053168874310320

1羽Zls均206.4

B医

脚 帯 番 號 ＼ 月 皿 皿 皿VV【 皿 冊XXN)皿1計

5戸 》5623271300071001022103

122212224212550000318139

18823282617t232580128015185

241211621272623226000◎8170

338222926282321907212320229

369212624262025261300 ,422207

3902326272730302663151410237

40122302929293127161491414264

4112226283130282410212221254

4182330272930282416116022246

42523313029283030.2318171716292

4262624262627232421191981244

428231918161323123014墾4149

4412022181704111061422135

48022252525噛2123215062016209

48523262526232017181591211225

488181552021304222294

4902323262628251710002219219

'

SOδ242S2829222519、2019161215247

50721252728262119241101324239



50823231810 .1640770099

5182228272727252791622232◎10274

535182224242120141000090162

53723252119179700010122

5381921171515】.314150005134

5522228232824'22241921172021269

56224282529212721171915]214252

57021252229'25272522171020234

590222523「2611211821518 .2020221

6032219181814000000091

608182221222213・001481319172

62719212223201610000001311

へ

65520262218171421001823ユ8188

675192525262321225001822206

76825312728292424152022181.5278

769222325252526282224192322284

7752224262624252417136423234

777'25291725、1614192525232122261

845212324242423211319161416238

846232930292525252018201821283

878222624242925818194221222

88024.292416151315171001720200

8812429282425192415156123224

91421252222106161、001215150

9302326251715151700132120192

931
.2工2429172517203《)02322201 覧

933223023222523221940133206

9412124212122719181001622201

1003242526252421220020150202

1138232426252623192020191616257

言†'10991257117811341040962855535447,44159673110275

1itZls均205.5

C躍

脚帯番號＼ 月 ∬ 皿 皿VW皿 冊KX噸 刃)diI'計

5-5721232524252420141313011213



1002224∂2426222117121910521223

112212324201816・192220181517233

1651622151312161760000117

1714212325'26202424172122320246

19526272214252424242120111239

207'232520262221106001122186

247231168001715001922121

2772011400242318131823145,

31621211503141630009102

3272126221918202116174011195

3362227262116202221!163017211

37423282929293027330721209

3891928241812132070 .020「24185

4152222212624・25212022151916253

453222625221200、000・11・24142

454222625252422900008161

48421231343123002'2294

48927312929826120622168214

49823262224282091620201821247

50125303028303019300022217

502'212524252524242118181715257

5032327202217201780011-20185

521212326242322151720915197

531202420212421211814111117225

5562125262827281302242424242

567152123282325212521222221267

568212523283025272022201419274

591191620202223.63005.21155

596242728272923170041515209

60424272827242222600016196

60923262313918918001820177

61126「28262816212622168523245

618242930313031312623180/16289 、
6572325252526262506212222246

670202626272424151418181619247

6722126261610000000099



685253029伽26303つ252019 、161516281

692～220273026302928'222117014264

7262226262120181860004161

763192625262216102052019190

7712016231612137740912139

7862027252626292619211912'9259

7872225262926191717709,22219

788242829272628262213011252与9

8152125242523222311171511208

911212625242024201820800206

93721272728121918520222121241

97623292725231300012123185

9792124.232222221801192021213

言†10861239117911131002102686456346043652181910308

1勿平均 ・206.2

以 上 の 外 にA区IOO個,B区82個,C囁76個 の 秤 量 不 能 の 破 損 卵 を 出せ り 。嚇

上 表 に よ りて3区 共 産 卵数 は 殆 ど同数 に して 差 異 を 認 め ず 。A区 は10320個,B区 は1(,275

個 に してA区 よ り も僅 か に45個 少 く,C区 は10308個 に してA区 に 比 して12個 少 く,B区

よ り も僅 か に33個 の 増 加 を示 せ り。 而 して1朋 ユF均産卵数 に於 て も3者 と も大 差 な くA区 の

206.4個 に対し てB区 は205.5個 に して約1個 少 く,C区 は206.2個 に してA区 と殆 ん ど同数

ノ へ

を示せ り。更に月別産卵激及び重量並に産卵率を示すときは次表の如 し。

第 十 六 表 月 別 産 卵 個 数 並 重 量(Kg)

A区B区C区　 　 　 　 　
個 数 重 量 個 鍛 重 量 個 数 重 量

If1109 57.370 1099 56.330 1086  56.500 

       1227 63.545 1257 64.475 1239 64.700 

11111140 59.075 1178 60.200 1179 61.I35 

V1133 58.025 1134 58.025 1113 57.335 

VI1038 52.995 1040 53.17') 1002 51.410 

VIE988 50.175 962 48.600 1026 52.455 

yjQ804 40.160 855 42.820 864 43.575 

X519 26.325 , 535 27.555 563 29.115 

X400 20.760 447 23.730 460 25.180 

X531 28.755 441 24.200 436 24.795



x旺

1

計

平均

1個平均

 688 38.725 596 33.935 521 30.160 

 743 41.650 731 41.250 819 46.925 

10320 537.560  - 10275 534.290 • 10308 543.335 

 860 44.797 856 44.524 859 45.277 

   52.152.052.7

第 十 七 表 産 卵 率(%)

月 別 ＼区 別AWRB● 医C囁

1【79.278`577.6

]旺79.2、81.180.O

I田76.078.678.6

▽73.173.271。8

VI6{λ269.366.8

V正63.762.066.2

V皿51.{)55.255.7 ノ
K34.635.737.5

×25。82&829.7

N35.429.529.1

XK44.438.533.6

147.947.152.8

平均 5{5.756.456.6

第 十 八 表 産 卵 串



卵1個 の平均 重 量 は 上 表 に 示 す如 くA区 の52.1grに対し てB区 は52.Ogrに して 殆 ん ど差

異 な く,C区 の 魚粉 末 を與 へ た る直 は52.7grに して 僅 か に 大 き く,各区 共 著 しき差 を示 さず 。

更 に 叉 産 卵 割 合 に 於 て も同 様A区 の56.7%に対し てB区 は56.4%,C区 は56.6%を 示 せ り。

而 して 三区 共2～4月 の試験 開始 の 始 め 頃 に 於 て は76.0～81.1%の 最 大 産卵率 を 示 し,漸 次 減

退 して10月 に 至 りて は25.8～29.7%の 最小 とな り,夫 よ り試験終了 期 の1月 に 至 る 間 に 於 て

は 徐 々に 恢 復 して47.1～52.8%と 増 加 せ り。

次 に 試 験 中蜷 死 其 他 の 故 障 に よ り除 外せ る鶏の 産 卵数 及 び 之 が補 充 鶏 の 産 卵個数 を示 さぼ 第

斗・九表 の 如 し。

第 十 九 表 除 外 鶉 並 に 補 充 鶉 の 産 卵 数

圃 別
補充鍋の

脚帯番號
補 充 年 月 日

2月1日

以後補 充
迄の 日数

2月1日 以後補

充迄 の産卵数　
除外鶉、 補充鵬

備 考

A区5ev419昭 和6年4.21796769

〃 、5～403同 上'795963

"5～470"5 .49261644月30日 迄 の 産 卵 鼓

"5～421"8 .111921561567月31日 迄 の産 卵数

"5～513"3 .31212176178

"5～511"10.23265951079月30日 迄 の 産 卵 鍛

B区5～933"5.301199795

"5NO56"8 .318463627月31日 迄 の産 卵数

"5～122"9.28239118123

"5～188"12.1331617016311月30日 迄 の 産 卵 数

C区5～489"5.3011987834月30日 迄 の産 卵 数

"5・v174"6 ,1213295955月30日 迄 の 産 卵 鍛

〃5～247〃8 .19200'40997月31日 迄 の 産 卵 数

"5N498"8 .26207143136同 上

"5～207"9 .32151471498月15日i迄 の 産 卵 数

"5～374"10 .132551811819月30日 迄 の産 卵徽

"5NIOO"12 .2532819718911月30日 迄 の産 卵 数

"
.5～057-"12.30333202184同.上

"5～195昭 和7年1.1134523823312月31日 迄 の 産 卵数

"5～112"1 .16350216194同 上

上表の如く試験期間中に於て発死共他の故障の爲め,A区 に於て6勿,B区 に於て4M,C



区に於て10朋,合 計20羽 の除外鶏を出 したるは飼養管理の不充分なりしに基因すべ く,甚 だ

遺憾 とするところなるも,幸 に して之が補充の 目的を以て試験 鶏と同時に孵化 せる鶏 を豫め他

の鶏舎に於て飼養 し置きたる豫備鶏中よi'),上表の如 く産卵能 力の酷似せるものを撰定 し之が

補充をな した り。

III.考 察 及 び 摘 要

以上激次の實験の成績 に依 りて,産 卵鶏の飼料と して動物性蛋白質 と,植 物性蛋白質 との効

果につき比較考察するときは次の如 し。

(A)試 験に於ける産卵個数 は第1回 試験に於て魚粉区最 も優 り,大 豆粕 ・魚粉両者混合区 之

に次ぎ大豆箱を蛋白補給飼料とせる区は最 も劣る成績 なり。 即 ち之を百分率 として見る時は,

魚粉区'100に 樹 して,大 豆粕魚粉混合区 は92.9%,大 豆粕区は91.6%と なる。而 して第2回

の試験に於ては,魚 粉硬の100に対し て,両者 混合囁102.7%に して魚粉区 より梢優 り,大 豆
ノ

粕区 は94.8%に して少 しく劣れ り。尚 ほ第3回 試験は,魚 粉区の産卵数2296個 に対し 大豆粕

区2265個 に して僅かに30個 の難を示 し,両者 混合区 は2337個 に して梢優 り42個 の超過を示

産せ り。即ち魚粉区100に対し で大豆粕区 は98.7%,両者 混合区は101.8%と なれ り。而 し

て卵量に於て も産卵個数 と同様の成績を示 し,第1回 試験に於ては魚粉区最大に して両者 混合

庭之に次 ぎ,大 豆粕区最 も劣れ り。第2回 試験に於ては両者混合区優良に して魚粉区 之に次ぎ3

大豆粕区最 も少量な り。第3回 試験は産卵個数 と同様B,C両区 は殆んど同量に してAの 大豆

粕区 僅かに少 し。

次に産卵の1個平 均重量を見るに,第1回 試験に於ては,A区54.6gr,B区53.5gr,C区

.54.Ogrvaし てAの 魚粉使用区儀かに重く,Bの 大豆粕使用区はA区 に比 して約1.1grの 差

異を示せ り。而 して第2回 試験に於てはA区55.3gr,B区55.4gr,C歴55.5grに して3区

共殆んど同様の重量を示 し,第3回 試験に於ては,第1回 試験と同様の成績を現 し,B区 の魚

粉使用区は55.5grに して最も重く,C区 の両者 混合区 は54.3gr,A区 の大豆粕使用区は53.3

grに して最小な り。

以上3回 に亘 りて本學部内鶏舎に於て施行せる産卵試験の成績を通覧するに,植 物性蛋白補

給飼料として大豆粕を使用せる区は,動 物性蛋白補給飼料として魚粉末を用ひたる区に比 しτ

産卵個激 ・産卵重量及び1個 の平均重量は何れ も僅かに劣れる結果を示せ り。

…欠に(B)試 験即ち福岡縣種鶏場に於て,昭 和6年2.月1日 よ り翌年1月31目 迄満1ヶ年 間に



於ける産卵能力に就きて之れを見るに,第15表 に示す如 く,A区 即ち大豆粕区 を蛋白質飼料

として給與せる区は50朋 の産卵敵10320個 に して,C区 の魚粉を蛋白飼料として使用せる区

の産卵数は10308個 に して12個 多 く,大 豆粕 と魚粉の両者 を混用せるB区 は10275個 に して,

A区 より45個,C区 より33個 少 く僅少なる差を示し,3区 共殆んど同様の 産卵率 を現はせ りρ

術1個 の平均重量に於て も大なる差異を認むる能はず,即 ちA区 の 」個平均重量は52.1gr

B区 は52.Ogrに して殆んど同様にしてC区 は52.7grを 示 し僅かに優れ り。

IMの 平均産卵個数 に於ても第15表 に示す如 く,A区206.4個,B区205.5個,C区206.2

個にしてB区 は僅かに1個 少く,A区 とC区 は殆んど同激を示せ り。 而 して3琶 を通 して1

朋の平均 産卵個数 は206個 に達 し,産 卵率に於ては蓋 し優秀なる成績と表ひ得べ く,就 中之等

150羽 の供試鶏中よ り満1ヶ年間(昭 和5年12月 乃至6年11月)に 於て300個以上 産卵せる

鶏を,A区 に於て4羽,B区 に於て1羽,C区 に於て2羽,合 計7賜 を出 したるは如何に供試

鶏の優良と,飼 料の配合が適分な りしかを誰 し得べ し。今参考 として是等7朋 の供試鶏を附記

せん。

第 二 十 表300卵 鶉

脚 帯 番 號＼ 月)α1皿 皿 皿VWVI[皿KX刃 計

A5～419222322282731303025262519308

A5・ 》421232422282825292427252526306

A5角 げ1048252525262629302827252419309

A5∩-1136222426292831303021222221306

B5～425202623313029283030231817305

CsN685252525302926303025201916300

"5-》.618262624293031303131262318325

・尚之等150朋 の供試鶏が満1ヶ年 間に産卵せる数を100個 以上
,50個 毎に区別 して羽数を

示せぱ次の如 し。

100・以 下7M

101・～15019"

151～20036"

201・ ・V25056i?li!j

251以 上32"

此の(B)試 験の成績 によ りて 産卵鶏の 飼料として,動 物性蛋白補給飼料と して 魚粉を使用

するも,植 物性蛋白補給飼料として大豆粕を給與するも,産 卵能力に於て両者 間に聯かも差異

なき事を認めた り。



以上(A)及 び(B)両者 の試験成績 は一致せず して,(A)試 験に於では蛋白質の給源 として魚

粉を與へたる区は,大 豆粕を蛋白質補給飼料として{車用せる区 よりも,産 卵個数 及び1個平均

屯量に於て稽優る成績を示した り。 然るに(B)試 験に於ては両者 の効果全 く同一に して何等

の響 を示さず ・之れ主として(A)試 駄 於ては・此の種識 に於て繍 とすうところの供試

動物の少き爲めと,優 良なる供試鶏を得るに困難な りし爲めなるべ く,供 試鶏の少き時は往々

に して其の個性に左右せ られ 正常なる成績を牧むること能はざることあ り。之が最大の原因た
'

るべ きも,尚 其他無機彌類の配合,基 本飼料の弟異,飼 料給與方法の異なるに因 りて,両者 聞

に斯 くの如 き弟異を現はせるものなるべ し。

附 記 。本報 告中(B)試 験即ち福岡縣種鶏場に於て施行せるものは,故 本學教授 片山外美雄

博=ヒが1司場長飯川左翼氏と共同の もとに,昭 和6年2月 より開始せられたる も同年12月 不宰病

残せ られたるを以て,其 の後の試験を飯田場長の厚意に依 りて継続 施行 し,茲に 完結せるを以

て,本 報告を片山博士の鑑前に捧 ぐると共に飯田場長に対し厚 く感謝の意を表す・。両叉本試験

を行ふに當 り財團法人啓明會より研究費の一部を補助せられた り。茲に其の厚意を深謝す。

(於九州帝國大學農學部農藝化學教室)
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EXPERIMENTS ON THE COMPARATIVE VALUE OF ANIMAL AND 

  VEGETABLE PROTEINS AS RATIONS FOR LAYING HENS

 (Resume)

Matukitiro HAMADA 

Nobuji AIHARA 

Nobuo FUJINO

   1. The author have made this experiments to discover the influence 

of animal and vegetable proteins as rations for hens in relation to their 
laying abilities. 

   2. In experiment (A) carried out at the Agr. Depart. of the Kyushu 

Imp. Univ., white Leghorn pullets were used. The majority of the protein 
used as rations was derived from fish-meal and soy-bean cake. The pullets 

were divided into 3 groups as follows :

Expt. Period of exp, Group

      ABC  

I .........March 1, 1931 to Feb. 29, 1932 Fish-meal Soy-bean cake Mixture of (F) & (S) 

II .........April 1, 1932 to March 31, 1933 (S)*(F)*(M)* 

III .........Nov. 1, 1933 to Oct. 30, 1934 (S)(F)(M) 

   No. of hens ................................ 181812

* (F) , (S), and (M) indicates fish-meal, soy-bean cake, and mixture of (F) and (S) respectively.

   3. From the following table it is evident that the numerical production, 

the total annual weight of eggs and the average weight per egg produced 

by the group fed on animal protein, i.e. fish-meal, are all slightly higher 

than for those fed on vegetable protein, i.e. soy-bean cake. The number of 

hens in C group 12 converted into 18 as well as A and B.

Expt. Group
 Total no. of eggs 

per group per hen
Total ann. weight of eggs 

 per group per hen
Average weight 

  of one egg

kgkgkg

{.A (F)2822 157 154.284 8.57154.6 I ......... B (S)2584 144 138.402 7.68953 .5 

C (M)2622 146 141.593 7.86654.0 

     A (S)2362 131 130.537 7.25255.3 

II ........: B (F) 2496 139 137.747 7.65355.4 

C (M) 2562 142 142.159 7.89855.5



 III

A (S) 2265 126 120.781 6.71053.3 

B (F) 2265 128 127.264 7.07055.5 

C (M) 2337 129 126.9924 7.05154.3

   4. In experiment (B) carried out at Fukuoka Expt. Sta. of Poultry 

Breeding, White Leghorn pullets were also used. 

   From the following table it is clearly evident that there is almost no 

differences between the figures obtained fish-meal group and those from 

soy-bean cake group. The number of hens was 50 per group.

Group
Total no. of eggs 

   per group

Av. ann. no. of eggs 
    per hen

Total wt. of eggs 

  per group

kg

Av. wt. of 
 one egg

gr

A (5) 10320206.4537.56052.1 

B (F) 10275205.5543.33552.0 

C (M) 10308206.2534.29052.7 

Period of expt. ........................Feb. 2, 1931 to Jan. 31, 1932

   The average annual numbers of • eggs for the groups were nearly 

identical and amounted to 206 ; these results are excellent data as to laying 
abilities. 

   5. It is fully recognized by the writers that the number of hens in 

the experiment (A) were too small and that there was difficulty in obtain-

ing hens of good quality. The unequal results of both experiments (A) 

and (B), therefore, were probably caused by the individualities of hens 
used in the experiment (A) and other factors such as the differences of 
the combination of inorganic salts, the basal rations and the feeding 

management.


